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64. 坪木和久, 地球温暖化と豪雨・台風, , 第 7 回宗像国際環境会議, 宗像市 オテル・

グレージュ, 2020 年 10 月 23 日 

65. 坪木和久, 激甚災害をもたらす気象の実体とその将来変化, 令和２年度 千葉県防

災・危機管理トップセミナー, オンライン, 2020 年 11 月 5 日 

66. 坪木和久, 台風の強度測定と予測精度の向上に向けた航空機観測最前線, NHK ラ

ジオ第二 文化講演会, 2020 年 11 月 8 日 

67. 坪木和久, 台風の強度測定と予測精度の向上に向けた航空機観測, 東北大学理学研

究科セミナー, オンライン, 2020 年 11 月 19 日 

68. 坪木和久, 地球温暖化の現実 自然災害の今, 2020 年度 大河講座「新・ひとの大

学」現代編, オンライン, 2020 年 11 月 25 日 

69. 坪木和久, 台風の航空機観測について, NHK サイエンス ZERO, 2020 年 11 月 29

日 

70. 坪木和久, 豪雨・台風などの激甚気象の原因と将来予測, 全国生コンクリート工業

組合連合会 講演会, オンライン, 2020 年 12 月 4 日 

71. 星野剛, 山田朋人, 十勝川流域の大雨の時空間特性の分類と洪水リスクへの影響, 

第１６回北海道気候変動適応会議, 2020 年 10 月 7 日 

72. 宮本真希, 山田朋人, 複数の気象要素を用いた数値的な前線抽出方法, 第１６回北

海道気候変動適応会議, 2020 年 10 月 7 日 

73. 山口宗彦, 台風速度 10%減で暴風雨長期化も, ザ・レジリエンス, 2020 年 5 月 31

日 

74. 山口宗彦, 地球温暖化が台風に及ぼす影響, JATAFF ジャーナル, 2020 年 7 月 1 日 

75. 山口宗彦, 東京など太平洋側に接近する台風、過去 40 年で増加傾向, TBS NEWS, 

2020 年 8 月 25 日 

76. 山口宗彦, 日本の太平洋側に近づく台風がより多くより強力に, テレビ朝日 スー

パーJ チャンネル, 2020 年 8 月 25 日 

77. 山口宗彦, 首都接近の台風１・５倍に…過去４０年分析、太平洋高気圧の張り出

し影響, 読売新聞 朝刊, 2020 年 8 月 26 日 

78. 山口宗彦, 太平洋側で日本に接近する台風、過去 40 年で 1.5 倍に増えた理由, ニ

ュースイッチ, 2020 年 8 月 26 日 

79. 山口宗彦, 太平洋側に台風接近 増加 気象研解析、東京は 20 年で 1.5 倍に 気圧

配置の変化など影響, 日本経済新聞 朝刊, 2020 年 8 月 26 日 



80. 山口宗彦, 台風接近 多く、強く、遅く 気象研・過去 40 年分析 温暖化影響か, 

毎日新聞 朝刊, 2020 年 8 月 26 日 

81. 山口宗彦, 台風接近、過去 40 年で増加 東・西日本太平洋側に 気象研, 時事ド

ットコムニュース, 時事通信社, 2020 年 8 月 26 日 

82. 山口宗彦, 東京への台風接近 1.5 倍に増加 気象研 過去 40 年のデータ分析, ニ

ュースつくば, 2020 年 8 月 26 日 

83. 山口宗彦, 東京へ台風接近、40 年で 5 割増 太平洋高気圧が原因か, 朝日新聞 夕

刊, 2020 年 8 月 26 日 

84. 山口宗彦, 日本接近の台風、太平洋側 1.5 倍 40 年で変化 気象庁, 日刊工業新

聞 朝刊, 2020 年 8 月 26 日 

85. 山口宗彦, 台風シーズン「かつてない大雨」に注意を, NHK くらしきらり, 2020

年 8 月 28 日 

86. 山口宗彦, 台風 過去 40 年で東京など太平洋側の地域への接近が増えている, 日

本気象協会, 2020 年 8 月 29 日 

87. 山口宗彦, 東京周辺に接近する台風 過去 40 年間で 1.5 倍に増加, NHK おはよう

日本, 2020 年 8 月 29 日 

88. 山口宗彦, 台風接近１・５倍、温暖化で強く・長く…２０年間比較で判明, 産経新

聞 朝刊, 2020 年 8 月 30 日 

89. 山口宗彦, 日本に近づく台風増える 気象研究所が４０年分を調査, 毎日小学生新

聞, 2020 年 9 月 1 日 

90. 山口宗彦, 台風 新たな時代にどう備えるのか, NHK クローズアップ現代+, 2020

年 9 月 8 日 

91. 山口宗彦, 太平洋側に接近の台風増加 東京は 1.5 倍 温暖化影響も, 日本経済新聞 

朝刊, 2020 年 9 月 11 日 

92. 山口宗彦, 台風の移動，今世紀末に 10％遅く, 日経サイエンス, 2020 年 4 月号,  

93. 山崎剛, 力学的ダウンスケーリングによる近未来気候変動予測－SI-CAT で東北大

が取り組んだ課題の紹介－, 第１６回北海道気候変動適応会議, 2020 年 10 月 7 日 

94. 山田朋人, Flood Risk and Climate Change Hokkaido, 日本-オランダ 北海道共同

プロジェクト意見交換会, オランダ王国大使館意見交換会, 2020 年 11 月 19 日 

95. 山田朋人, 近年の豪雨災害の特徴と気候変動を踏まえた今後の治水計画に係る検

討, 第 34 回寒地土木研究所 Web 講演会, 2020 年 11 月 22 日 

96. 山田朋人, 第 5 回気候変動ゼミ, 水分野における気候変動適応策を推進するコンソ

ーシアム, 2020 年 12 月 23 日 

97. 山田朋人, 第 6 回気候変動ゼミ, 水分野における気候変動適応策を推進するコンソ

ーシアム, 2021 年 1 月 19 日 

 



・受賞等 

1. 2020 年度日本気象学会正野賞, 川瀬 宏明, 領域気候モデルを用いた日本の

地域気候変化予測に関する研究, 2020/8/18 
 

 

国際共同研究の状況 

・海外機関との連携 

1. Facultad de Cienciasy Tecnología, Universidad Tecnológica de Panamá (UTP) 

2. Department of Earth Sciences and Environment, Faculty of Science and 

Technology, Universiti Kebangsaan Malaysia 

3. Ramkhamhaeng University Center of Regional Climate Change and 

Renewable Energy 

4. Department of Earth and Life, University of Taipei 

5. CSIR Fourth Paradigm Institute, India 

6. Vietnam Institute of Meteorology, Hydrology and Climate change 

7. 気候変動を踏まえた洪水リスクに関するオランダ企業庁、公共事業局との共同研

究 

日本側  国土交通省北海道開発局 

   北海道大学、北海道河川財団株式会社ドーコン 

オランダ側  デルフト工科大学、デルタレス(研究所)、HKV(コンサルタ

ン   ト) 

 

・国内での連携 

1. 環境省 R02 年度気候変動による災害激甚化に関する影響評価事業 

東日本台風による影響評価データの作成を、疑似温暖化モデルシステムの

提供、計算実施への科学的援助を行いつつ統合 D とともに連携をとった。 

2. 飯塚聡（防災科学技術研究所）  

科研費新学術領域「変わりゆく気候系における中緯度大気海洋相互作用 hotspot」 

https://www.jamstec.go.jp/apl/hotspot2/ 

3. 本田明治（新潟大学） 科研費基盤 B「寒冷渦が竜巻・突風現象発現の予測

可能性に与える定量的評価」  

 

・開発されたモデル一覧 

課題ⅰ 

1. 領域気候モデル 



2. 領域海洋モデル 

3. 海洋生態系モデル 

 

 

 


